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日
本
の
産
業
間
労
働
移
動

課
題
と
構
成

　
経
済
発
展
の
過
程
は
就
業
者
の
産
業
間
配
分
を
変
化
さ
せ
る
。

就
業
者
の
産
業
間
構
成
の
変
化
は
、
新
規
学
卒
者
の
労
働
市
揚
へ

の
参
入
、
既
存
就
業
者
の
労
働
市
場
か
ら
の
退
出
・
産
業
間
の
労

働
移
助
を
通
じ
て
実
現
す
る
。
そ
の
具
体
的
な
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス

は
日
本
の
経
済
発
展
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
っ
た
の

か
。
こ
の
間
題
を
分
析
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
要
課
題
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
経
済
を
A
（
農
林
水
産
業
）
・
M
（
鉱
工
業
・
建

設
業
・
公
益
産
業
）
・
S
（
サ
ー
ビ
ス
産
業
・
そ
の
他
産
業
）
の

三
産
業
に
分
割
し
、
そ
れ
ら
の
間
の
労
働
移
動
数
と
出
身
世
帯

（
農
家
・
非
農
家
）
別
に
み
た
産
業
別
新
規
就
職
者
数
と
を
推
計

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
そ
れ
と
同

牧
　
　
野

文
　
　
夫

時
に
労
働
市
場
に
お
け
る
三
産
業
の
位
置
と
機
能
お
よ
ぴ
そ
の
歴

史
的
変
化
を
解
明
す
る
。

　
従
来
の
労
働
移
動
の
推
計
で
は
、
各
産
業
の
就
業
者
の
自
然
増

加
（
新
規
参
入
。
マ
イ
ナ
ス
退
出
）
率
を
一
定
と
し
た
仮
定
に
立
脚

し
て
産
業
別
に
就
業
者
の
純
移
動
数
（
流
入
数
マ
イ
ナ
ス
流
出

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

数
）
が
計
測
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
産
業

間
相
互
の
労
働
移
動
数
す
な
わ
ち
流
入
数
と
流
出
数
と
を
別
々
に

推
計
し
た
こ
と
、
産
業
別
新
規
参
入
者
に
実
際
値
を
用
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
二
点
に
よ
っ
て
従
来
の
推
計
方
法
を
改
善
し
た
。
そ
れ
に
加
え

て
本
稿
で
は
新
た
に
産
業
別
に
新
規
学
卒
就
職
者
の
出
身
世
帯
を

農
家
と
非
農
家
に
分
け
る
作
業
も
行
な
っ
た
。
本
推
計
の
特
色
と
、

公
表
統
計
値
・
既
存
推
計
と
の
比
較
は
第
二
節
で
行
な
わ
れ
る
。

推
計
結
果
に
基
づ
く
種
々
の
分
析
が
そ
れ
に
続
く
。
第
三
節
で
は
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（63）　日本の産業閥労働移動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
〕

A
産
業
の
就
業
者
お
よ
ぴ
農
家
子
弟
新
規
就
職
者
の
M
・
S
部
門

へ
の
移
動
が
分
析
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
移
動
量
と
移
動
先
産
業
の

時
間
的
変
化
の
検
討
お
よ
ぴ
そ
れ
の
も
つ
含
意
が
主
題
と
な
る
。

第
四
節
で
は
、
非
一
次
産
業
（
こ
の
語
は
以
下
の
文
脈
で
は
M
と

S
の
両
産
業
を
示
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
）
就
業
者
の
供
給
源
の

歴
史
的
変
化
と
い
う
視
点
か
ら
の
労
働
移
動
が
検
討
さ
れ
る
。
ま

た
M
・
S
各
産
業
の
就
業
者
に
対
す
る
A
産
業
出
身
者
の
割
合
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
・
M
・
S
三
産
業
の
労
働
市
場
に
お

け
る
位
置
と
機
能
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
第
五
節
で
は
労
働
移
動

の
誘
因
を
吟
味
す
る
た
め
に
労
働
移
動
関
数
が
計
測
さ
れ
る
。
そ

こ
で
は
主
に
労
働
移
動
に
関
す
る
二
つ
の
仮
説
す
な
わ
ち
就
業
機

会
説
と
所
得
格
差
説
の
妥
当
性
を
本
推
計
を
用
い
て
再
検
討
す
る
。

最
後
の
第
六
節
で
は
本
研
究
を
要
約
し
、
問
題
点
や
残
さ
れ
た
課

魑
に
言
及
す
る
。
な
お
推
計
方
法
お
よ
ぴ
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て

は
統
計
付
録
で
ま
と
め
て
説
明
す
る
。

二
　
産
業
間
労
働
移
動
数
の
推
計
の
概
要

　
推
計
方
法
の
要
約
と
そ
の
特
色
　
本
推
計
で
は
経
済
を
A
・

M
．
S
の
三
つ
の
産
業
に
分
割
し
、
そ
れ
ら
三
産
業
間
の
労
働
移

動
数
を
計
測
し
た
。
推
計
は
一
九
二
一
－
一
九
四
〇
年
、
一
九
五

○
1
一
九
七
五
年
の
期
間
を
対
象
と
し
、
戦
前
に
つ
い
て
は
囲
力
女

計
、
戦
後
に
つ
い
て
は
男
女
別
に
行
な
っ
た
。
推
計
作
業
は
以
下

の
順
序
で
行
な
っ
た
。

ω
　
各
産
業
の
就
業
者
の
遼
出
率
が
等
し
い
と
仮
定
し
て
仮
設
的

就
業
者
数
を
計
算
し
、
そ
れ
と
現
実
の
就
業
者
数
の
差
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

各
産
業
の
就
業
者
の
純
流
出
（
流
出
マ
イ
ナ
又
流
入
）
数
を
求
め

る
。ω

　
M
・
S
各
産
業
か
ら
A
産
業
へ
の
移
動
者
（
帰
農
者
）
を
計

測
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

㈹
　
A
産
業
の
純
流
出
数
に
全
帰
農
者
を
加
え
て
総
流
出
数
を
計

算
し
、
そ
れ
を
M
と
S
に
配
分
す
る
。

ω
　
㈲
ま
で
の
計
測
結
果
に
基
づ
い
て
M
と
S
と
の
間
の
労
働
移

動
数
を
残
差
と
し
て
測
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
一
方
の
産
業
の

他
方
の
産
業
に
対
す
る
流
出
（
ま
た
は
流
入
）
超
過
数
の
み
が
計

測
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
推
計
の
特
色
は
以
下
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
従

来
の
産
業
間
労
働
移
動
の
三
部
門
モ
デ
ル
で
は
、
あ
る
部
門
の
労

働
カ
の
移
動
数
は
当
該
部
門
と
そ
れ
以
外
の
部
門
と
の
間
で
計
測

さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
二
部
門
は
実
質
的
に
は
同
一
部
門
と
し
て

統
合
処
理
さ
れ
て
し
ま
ら
た
。
本
推
計
で
は
、
三
部
門
を
各
々
完
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一橋論誰第90巻第6号（64）

図1　A部門からの純流出数に関する公表統計との比較
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全
な
独
立
部
門
と
し
て
取
り
扱
い
相
互
の
移
動
数
を
計
測
し
た
。

塑
言
す
れ
ぱ
、
A
部
門
か
ら
の
流
出
者
と
同
部
門
へ
の
還
流
者
を

別
個
に
し
か
も
M
・
S
部
門
、
こ
と
に
測
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

＾
4
〕

り
、
同
時
に
M
と
S
の
間
の
ネ
ヅ
ト
の
移
動
数
の
推
計
も
初
め
て

実
現
し
た
。

　
第
二
の
特
色
は
、
新
規
学
卒
者
を
考
慮
し
た
こ
と
に
あ
る
。
既

存
推
計
で
は
各
産
業
の
就
業
者
の
自
然
増
加
（
新
規
参
入
マ
イ
ナ

ス
退
出
）
率
の
値
が
一
定
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
本
推
計
で
は

新
規
学
率
者
に
つ
い
て
は
実
際
値
を
用
い
（
た
だ
し
一
九
二
八
年

以
前
は
推
計
値
）
、
各
産
業
の
退
出
率
の
み
を
一
定
と
仮
定
し
た
。

つ
ま
り
本
推
計
の
仮
定
は
従
来
の
そ
れ
よ
り
も
緩
和
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
第
三
点
は
今
回
新
た
に
推
計
し
た
も
の
だ
が
、
新
規
学
卒
者
の

出
身
世
帯
を
農
家
と
非
農
家
に
分
類
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
農
家
が
非
一
次
産
業
の
就
業
者
の
給
源
と
し
て
果
た
し

た
役
割
、
お
よ
ぴ
農
家
世
帯
員
の
移
動
パ
タ
ー
ン
が
よ
り
詳
細
に

解
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
既
存
推
計
値
と
の
比
較
　
A
産
業
か
ら
の
純
流
出
数
に
関
し
て
、

本
推
計
値
と
公
表
統
計
値
・
既
存
推
計
値
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

図
1
は
本
推
計
と
『
農
家
就
業
動
向
調
査
』
お
よ
び
『
就
業
構
造
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（65）　日本の産業間労働移動

基
本
調
査
』
と
の
比
較
で
あ
る
。
三
つ
の
系
列
は
各
々
概
念
が
少

し
ず
つ
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
相
互
の
間
に
は
単
な
る
概
念
上
の
相
違

に
は
解
消
で
き
な
い
大
き
な
ギ
ャ
ヅ
プ
が
存
在
し
、
と
り
わ
け
本

推
計
値
の
水
準
お
よ
び
年
々
の
変
動
が
大
き
い
点
が
特
微
と
な
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
二
つ
の
公
表
統
計
値
の
間
に
も
大
き
な
椿
差
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
本
推
計
の
妥
当
性
を
吟
味
す
る
た
め
の
基
準
と
し

図2　A部門からの純流出数に関する

　既存推計との比較
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て
採
る
こ
と
に
は
間
題
が
残
る
。
そ
こ
で
本
推
計
を
既
存
の
推
計

（
小
野
推
計
・
南
推
計
・
梅
村
推
計
）
と
比
較
し
て
み
る
（
図
2
）
。

一
九
二
〇
年
代
で
は
本
推
計
は
小
野
推
計
と
甫
、
梅
村
推
計
と
の

中
間
に
位
置
し
て
い
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
で
は
最
も
大
き
い
。

戦
後
に
つ
い
て
見
る
と
、
本
推
計
は
小
野
推
計
と
南
推
計
と
の
中

間
的
な
数
字
を
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に
一
九
三
〇
年
代
を
除
け

ぱ
、
本
推
計
は
既
存
推
計
の
中
間
的
な
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
各
推
計
値
間
の
ギ
ャ
ヅ
プ
の
発
生
は
、
推
計
作
業
に

用
い
た
仮
定
と
産
業
別
就
業
者
の
デ
ー
タ
の
相
違
に
起
因
す
る
。

こ
れ
を
本
推
計
と
既
存
推
計
の
中
で
は
最
も
新
し
い
小
野
推
計
を

例
に
と
っ
て
説
明
し
よ
う
。
両
推
計
の
推
計
方
法
の
相
違
は
表
1

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
推
計
に
よ
る
純
流
出
数
を
凧
、
小
野

推
計
に
よ
る
そ
れ
を
帆
の
記
号
で
表
わ
す
。
本
推
計
で
使
用
し
た

産
業
別
就
業
者
に
小
野
推
計
の
仮
定
を
適
用
し
て
計
測
し
た
純
流

出
数
を
川
と
す
る
。
小
野
推
計
と
本
推
計
の
計
測
値
の
差
き
1

き
は
（
き
－
き
、
）
十
（
き
、
ー
ヌ
）
と
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
項
（
き
ー
き
、
）
は
両
推
計
が
依
拠
し
た
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
の
差
異
に
よ
っ
て
発
生
し
た
純
流
出
数
の
ギ
ャ
ヅ
プ
、
第
二
項

（
き
、
1
き
）
は
仮
定
の
差
異
に
よ
る
ギ
ャ
ヅ
プ
を
表
わ
す
。
き
－
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一橋論叢 第90巻 第6号（66）

表1本推計と小野推計の推計方法の差異

資 料　　出 所

仮 定

戦 前 戦 後

『裁業構造基本

本推計

1〕｛D　■■　　　　　　　　　　　　一

梅村推計
調査』をべ一ス

’工圭工 に『労働カ調査』

にリンク

小野推計
助一D｛B－D　　一　　　一 長期経済統計

■1二i 工 委員会推計
『労働カ調査』

（注）記号は統計付録を見よ．

≧
一
1
1
（
ミ
岨
1
≧
一
、
）

十
（
ネ
、
1
≧
一
）
の
右

辺
を
左
辺
で
割
る
と

仮
定
と
資
料
出
所
と

の
差
異
を
計
測
値
の

ギ
ャ
ヅ
プ
に
対
す
る

寄
与
率
と
し
て
表
わ

す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
縞
果
を
表
2
に

掲
げ
て
お
く
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
戦
前
期

に
お
い
て
は
仮
定
よ

り
も
一
ア
ー
タ
ソ
ー
ス

の
方
が
両
推
計
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
対
し
て
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
戦
後
で
は
二
要
因
の
影
響
カ
の
相
対

的
大
き
さ
は
逆
転
す
る
。
要
す
る
に
、
A
産
業
か
ら
の
純
流
出
数

に
関
す
る
両
推
計
値
の
ギ
ャ
ヅ
プ
の
主
要
因
は
、
戦
前
期
に
つ
い

て
は
産
業
別
就
業
者
に
関
す
る
資
料
の
差
異
に
、
戦
後
に
つ
い
て

は
仮
定
の
相
違
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
　
A
産
業
か
ら
の
労
働
移
動

　
移
動
の
水
準
と
変
動
　
表
3
に
A
産
業
就
業
者
と
農
家
子
弟
新

卒
者
の
非
一
次
産
業
へ
の
転
職
・
就
職
の
歴
史
的
変
化
を
五
年
、
こ

と
（
一
九
五
〇
1
五
五
年
は
六
年
間
分
）
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
総

流
出
数
の
一
年
当
り
の
平
均
値
を
計
算
す
る
と
戦
前
で
は
三
七
万

人
、
戦
後
で
は
そ
の
約
二
倍
の
七
五
万
人
で
あ
っ
た
。
総
流
出
量

が
最
も
多
か
っ
た
時
期
は
高
度
成
長
期
の
一
九
六
一
－
六
五
年
で

年
平
均
八
四
万
人
、
最
も
少
な
い
時
期
は
昭
和
恐
慌
期
の
一
九
二

六
－
三
〇
年
で
年
平
均
二
八
万
人
で
あ
っ
た
。
純
流
出
数
の
年
平

均
値
は
戦
前
一
六
万
人
、
戦
後
は
三
六
万
人
で
あ
っ
た
。
純
流
出

数
の
最
も
多
い
時
期
と
最
も
少
な
い
時
期
は
総
流
出
数
の
そ
れ
に

表2本推計と小野推計の
　　ギヤツプ要因　　　（％〕

所出料資定年

63，4

90．6

175．6

117．4

－5．3

－8．2

　36．6

　　9．4

一ア5．6

－！7．4

105．3

108．2

1921－25

1926－30

1931－35

1936－40

1956－60

1961－65

一
致
し
、
各
々
四
三
万
人
、

六
万
人
で
あ
っ
た
。
新
卒

者
の
場
合
は
、
既
存
就
業

者
に
見
ら
れ
る
移
動
量
の

循
環
的
変
動
は
存
在
せ
ず
、

一
九
七
〇
年
ま
で
ほ
ぼ
直

線
的
に
増
加
し
た
。
そ
の

年
平
均
値
は
戦
前
で
は
二

477
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五
万
人
、
戦
後
で
は
四
九
万
人
で
あ
ウ
た
。

　
五
年
ご
と
の
数
字
を
集
計
し
た
表
3
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

流
出
数
は
、
特
に
既
存
就
業
者
の
場
合
に
年
々
大
き
く
変
化
す
る
。

ま
た
移
動
者
の
ソ
ー
ス
で
あ
る
A
産
業
就
業
者
数
自
体
も
戦
後
大

き
く
滅
少
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
移
動
量
の
水
準
の
五
年
、
こ
と
の
数
字

だ
け
か
ら
の
吟
味
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
図
3
と
図
4
に
は
A
産

業
か
ら
の
移
動
に
関
し
て
、
総
流
出
・
純
流
出
・
新
卒
者
ご
と
に
、

表3A産業からの流出数と帰農率（千人，％）

~E4~~t ~i~~ 
~F ~f~~~ 

~;~i~~tl i
 

~~:~ii~tl (BF) 
,~}~!~~ 

(Rs+R3) (NA) 

1921-25 1,939 732 1,069 40.1 

1926-30 1,327 285 1,132 42.4 

1931-35 2,211 .993 1,344 34.2 

1936-40 1,949 1,2S9 l,525 19.9 

1950-55 4,758 1,837 l,460 47.0 

1956-60 4,043 1,516 2,665 37.7 

1961-65 4,187 2,173 3,096 27.6 

1966-70 3,602 1,939 3,101 24.8 

1971-75 2,836 l,743 2,525 20.4 

（注）①アルファペットは統計付録の記号を表わす

　　　　　　　　総流出一純流出
　　　②帰独率＝　　　　　　XlOO。
　　　　　　　　総流出十新卒者

移
動
先
の
産
業
別
に
そ
の
移
動
率
を
描
い
た
。
こ
こ
で
移
動
率
と

泄
あ
る
年
の
各
移
動
数
の
前
年
の
A
産
業
就
業
者
に
対
す
る
比
率

と
定
義
さ
れ
る
。

　
ま
ず
両
図
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
A
産
業
の
既
存
就
業

者
の
移
動
（
総
流
出
・
純
流
出
）
に
は
、
戦
前
・
戦
後
と
も
に
明

白
な
循
環
変
動
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
農
家

子
弟
新
卒
者
の
非
一
次
産
業
へ
の
就
職
の
推
移
に
は
、
既
存
就
業

者
の
転
職
の
場
合
と
異
な
り
、
循
環
的
変
動
が
見
ら
れ
な
い
。
既

存
就
業
者
の
移
動
は
経
済
変
動
に
敏
感
に
反
応
し
た
の
に
対
し
、

新
卒
者
の
流
出
は
そ
れ
に
非
感
応
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、

新
卒
者
が
既
存
就
業
者
よ
り
も
優
先
的
に
非
一
次
産
業
に
雇
用
さ

れ
、
残
余
の
部
分
1
そ
れ
は
労
働
需
要
の
変
化
に
応
じ
て
循
環
的

変
動
を
示
す
－
に
既
存
就
業
者
が
雇
用
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
。

　
し
か
し
、
戦
後
の
移
動
率
の
変
動
パ
タ
ー
ン
は
A
産
業
か
ら
M

産
業
へ
の
移
動
と
A
か
ら
S
へ
の
移
動
と
で
大
き
く
異
な
る
。
ま

ず
既
存
就
業
者
に
つ
い
て
見
る
と
、
A
か
ら
M
の
移
動
率
に
は
上

昇
す
る
ト
レ
ン
ド
が
見
ら
れ
る
が
、
A
か
ら
S
の
そ
れ
は
循
環
変

動
を
示
し
な
が
ら
も
長
期
的
に
は
ほ
ぼ
一
定
の
水
準
に
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
一
九
五
〇
年
代
半
ぱ
に
、
A
か
ら
M
へ
の
各
移
動
率
は
、

775



一橋諭叢　第90巻 第6号（68〕

図3　A産業からM産業への移動率
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対
応
す
る
A
か
ら
S
へ
の
移
動
率
の
水
準
を
上
回
ウ
た
。
移
動
率

の
循
環
変
動
の
ビ
ー
ク
と
ボ
ト
ム
の
時
期
を
総
流
出
に
つ
い
て
み

る
。
戦
前
で
は
A
か
ら
M
，
A
か
ら
S
と
も
に
一
九
二
六
年
が
ボ

ト
ム
、
一
九
三
五
年
が
ビ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
関
し
て
は
、

A
か
ら
M
で
は
一
九
五
〇
年
代
半
ぱ
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
が
上

昇
、
以
後
一
九
六
五
年
ま
で
は
下
降
局
面
で
、
そ
の
年
以
後
一
九

七
一
年
ま
で
は
再
び
上
昇
し
、
そ
の
年
を
ビ
ー
ク
と
し
て
移
動
率

は
下
降
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
戦
後
の
A
か
ら
S
へ
の
移
動
は

下
降
局
面
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
移
動
先
の

産
業
が
S
か
ら
M
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ

の
低
下
傾
向
は
一
九
五
七
年
を
ボ
ト
ム
と
し
て
反
転
し
、
一
九
六

〇
年
に
ピ
ー
ク
を
つ
け
る
。
そ
れ
以
後
の
移
動
率
の
ク
ロ
ノ
ジ
ー

は
A
か
ら
M
と
同
一
で
あ
る
。
図
3
と
図
4
の
此
較
か
ら
、
ビ
ー

ク
年
と
ボ
ト
ム
年
の
移
動
率
の
樒
差
は
A
か
ら
S
へ
の
移
動
よ
り

も
A
か
ら
M
の
移
動
に
お
い
て
よ
り
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
A
か
ら
M
へ
の
移
動
の
方
が
経
済
変
動
の
影
響
を
よ
り
強

く
受
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
総
流
出
と
純
流
出
は
移
動
先
の
産
業
に
関
係
な
く
パ
ラ
レ

ル
に
推
移
し
て
い
る
が
、
還
流
率
に
は
総
流
出
ほ
ど
の
顕
著
な
循

環
変
動
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
A
産
業
か
ら
非
一
次
産
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図4　人産業からS産業への移動率
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業
へ
の
総
流
出
と
、
後
者
か
ら
前
者
へ
の
遼
流
と
の
残
差
に
よ
っ

て
表
わ
さ
れ
る
純
流
出
の
変
動
を
規
定
し
た
の
が
総
流
出
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
純
流
出
の
移
動
率
に
関
し
て
の
A
か
ら

M
へ
の
移
動
と
A
か
ら
S
へ
の
移
動
と
の
対
照
性
は
一
九
二
〇
年

代
後
半
の
昭
和
恐
慌
期
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
A
か
ら
M
の

純
流
出
率
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
符
号
を
と
る
年
が
あ
っ
た
が
、
A
か

ら
S
へ
の
そ
れ
は
常
に
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ぱ
、
A
と

M
と
の
間
の
移
動
で
は
、
M
か
ら
A
へ
の
遼
流
数
が
A
か
ら
M
へ

の
総
流
出
数
を
上
回
る
年
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
A
と
S
と
の

間
の
移
動
で
は
、
常
に
総
流
出
数
が
還
流
数
を
上
回
っ
て
い
た
。

新
率
者
の
移
動
率
に
関
し
て
も
A
か
ら
M
と
A
か
ら
S
の
間
に
は

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
六
〇
年
代
半
ぱ
ま

で
は
両
産
業
へ
の
移
動
率
は
上
昇
傾
向
が
あ
っ
た
。
A
か
ら
S
で

は
そ
の
時
期
以
降
も
上
昇
ト
レ
ン
ド
が
継
続
す
る
が
、
A
か
ら
M

の
移
動
率
は
頭
打
ち
に
な
り
横
這
い
状
況
が
続
く
の
で
あ
る
。

　
表
3
に
戻
っ
て
帰
農
率
を
み
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
お
よ
ぴ
一

九
五
〇
年
代
前
半
が
四
〇
％
台
で
高
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
が
目
立

つ
。
す
な
わ
ち
、
一
定
期
間
内
に
お
け
る
新
卒
者
を
含
め
た
全
移

動
者
の
約
四
〇
％
に
相
当
す
る
非
一
次
産
業
就
業
者
が
、
同
一
期

間
内
に
A
産
業
に
還
流
し
た
。
帰
農
率
が
最
も
低
位
で
あ
っ
た
時

7η
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表4新卒者の総流出者

　に対する比率　　　（％〕

年A→MA→S
76．8

125，6

83．4

104，0

22，8

60，7

75．7

S7．8

110．O

3ア．0

53，1

38，3

50，2

45，3

70，6

72，9

83，5

75．1

1921－25

1926－30

193ユー35

1936－40

1950－55

1956－60

1961－65

1966－70

19ア1－75

期
は
一
九
三
〇
年
代
後
半
で
一
九
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
動

き
は
傾
向
的
に
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
低
下
す
る
。
こ
の
時
期
以

降
A
産
業
か
ら
の
流
出
の
「
出
稼
」
的
性
楕
が
次
第
に
希
薄
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

り
、
流
出
先
の
都
市
に
定
着
す
る
者
の
割
含
が
増
加
し
た
こ
と
、

お
よ
ぴ
出
稼
労
働
を
大
量
に
吸
収
し
た
繊
維
工
業
が
衰
退
し
た
こ

と
が
そ
の
主
た
る
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
移
動
者
の
類
型
と
就
業
産
業
　
既
に
簡
単
に
述
べ
た
よ
う
に
、

移
動
者
の
移
動
前
の
労
働
カ
状
態
は
就
業
者
と
非
労
働
カ
（
新
規

学
卒
者
）
と
に
分
類
で
き
る
。
そ
こ
で
ま
ず
移
動
者
の
労
働
カ
状

態
の
長
期
的
変
化
と
そ
の
含
意
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

　
表
4
に
は
、
A
産
業
か
ら
非
一
次
産
業
へ
の
流
出
者
に
対
す
る

農
家
子
弟
非
一
次
産
業
新
規
就
職
者
の
比
率
を
掲
げ
て
あ
る
。
こ

の
比
率
は
、
特
に
戦
前
期
に
お
い
て
の
移
動
先
の
産
業
間
で
大
き

く
異
な
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
A
か
ら
S
へ
の
移

．
動
で
は
新
卒
者
の
比
率
は
極
め
て
高
い
が
、
A
か
ら
M
の
場
合
は

逆
に
既
存
就
業
者
の
転
職
の
割
合
が
大
き
い
。
つ
ま
り
相
対
的
に

見
れ
ぱ
S
産
業
へ
の
移
動
は
学
校
卒
業
後
直
ち
に
行
な
わ
れ
た
が
、

M
産
業
へ
の
移
動
は
農
（
林
漁
）
業
労
働
を
経
験
し
た
後
に
行
な

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
戦
後
に
崩
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
S
へ
の
移
動
に
お
い
て
既
存
就
業
者
の
割
合
が
急
増

し
、
M
へ
の
移
動
で
新
卒
者
が
増
加
し
た
た
め
に
、
一
九
五
〇
年

代
に
は
A
か
ら
M
に
お
け
る
新
卒
者
の
比
率
が
A
か
ら
S
へ
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

れ
を
上
回
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
両
産
業
間
の
新
卒

者
比
率
の
格
差
は
ほ
ぼ
解
消
す
る
が
、
七
〇
年
代
に
な
る
と
再
ぴ

S
へ
の
移
動
に
お
け
る
新
率
者
の
比
率
が
M
へ
の
そ
れ
を
上
回
る

よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
移
動
の
い
く
つ
か
の
側
面
に
つ
い
て
就
業
産
業

別
に
検
討
を
加
え
た
が
、
以
下
で
は
A
産
業
か
ら
の
移
動
者
の
就

業
産
業
自
体
の
変
化
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。
表
5
に
は
非
一
次
産

業
全
体
へ
の
移
動
者
・
就
職
者
に
占
め
る
M
産
業
へ
の
就
職
者
の

比
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
既
存
就
業
者
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
る
。
な
お
同
表
の
数
字
は
純
流
出
に
関
す
る
も
の
を
掲
げ
た
。
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総
流
出
に
つ
い
て
の
数
字
を
示
さ
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
れ
が
統

計
付
録
で
述
べ
る
よ
う
に
計
測
に
際
し
て
採
用
し
た
仮
定
に
他
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
半
ぱ

ま
で
の
時
期
で
は
M
産
業
へ
の
就
職
者
の
比
率
は
お
よ
そ
一
五
－

四
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
が
S
産
業
に
就
職
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
一
九
五
〇
年
代
半
ぱ
以
降
は
M
へ
の
就
職
比
率
は
五

〇
％
を
上
回
り
、
そ
れ
以
前
の
時
期
と
は
対
照
的
に
過
半
数
が
M

産
業
に
流
出
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代

半
ぱ
以
後
は
M
産
業
へ
の
就
職
比
率
は
低
下
傾
向
を
た
ど
る
。

　
農
家
子
弟
新
卒
者
の
場
合
も
既
存
就
業
者
の
転
職
と
同
様
の
傾

表5非1次産業就職者に占める

M産業就職者の比率 （％）

　　　既存　農　家年
　　　就業者　新卒者

非農家
新卒者

40，1

40，7

38．8

6L9

56．4

5ア．6

59，4

50，6

43．9

36，6

34，6

32，7

30，8

51，7

56，6

62，3

57，1

50，6

34，0

14，4

32，9

37，3

15，5

59，3

66，9

57．ア

57．5

1921－25

1926－30

1931－35

1936－40

1950一一55

1956－60

1961－65

1966－70

1971－75

向
を
た
ど
る
が
、
そ
の
就
職
産
業
の
中
心
が
S
か
ら
M
に
転
換
す

る
時
期
は
、
既
存
就
業
者
の
場
合
よ
り
も
若
干
早
く
一
九
五
〇
年

代
前
半
に
始
ま
る
。
ま
た
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
期
に
お

け
る
M
産
業
へ
の
就
職
比
率
は
、
新
卒
者
の
方
が
既
存
就
業
者
よ

り
相
対
的
に
高
く
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
る
そ
の
低
下

傾
向
は
新
卒
者
の
方
で
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
。
新
規
就
職
者
と
し

て
の
農
家
子
弟
の
特
徴
を
見
る
た
め
に
、
非
農
家
子
弟
の
就
業
動

向
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
一
九
二
〇
年
代
前
半

か
ら
三
〇
年
代
半
ぱ
ま
で
は
S
産
業
が
、
以
後
は
M
産
業
が
就
職

産
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
戦
前
か
ら
一
九
五
〇
年
代
半

ば
ま
で
の
時
期
で
は
、
非
農
家
子
弟
は
農
家
子
弟
に
比
べ
て
相
対

的
に
M
産
業
に
就
業
す
る
比
率
が
高
く
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
は

相
対
的
に
S
産
業
に
集
中
し
た
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
就
職
産
業
の
構
成
の

時
系
列
変
化
を
た
ど
る
と
、
共
通
す
る
点
は
、
戦
前
で
は
S
産
業

が
就
職
産
業
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
半
ぱ
か
ら
一

九
五
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
M
産
業
に
中
心
が
移
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
M
一
産
業
へ
の
就
職
比
率
は
三
グ
ル

ー
プ
と
も
に
徐
々
に
低
下
す
る
が
、
そ
の
時
期
は
非
農
家
子
弟
・

農
家
子
弟
・
既
存
就
業
者
の
順
で
早
く
な
っ
て
い
る
。
産
業
別
就
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図5V産業就業者の給源の変化
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1970　　　　192519301935　V1955ユ9601965
注）①数字は4つの給源の合計値に対する各給源の上碑で，5年移鋤平均値である。

　　②A産葉就簗者は純流入数をとった。

業
者
の
構
成
比
の
推
移
を
見
る
と
、
M
産
葉
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下

を
開
始
す
る
時
期
と
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
の
就
職
の
中
心
産
業
が
変

化
す
る
時
期
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
就
業
構
造
の
変
化
は
非

農
家
子
弟
の
就
職
行
動
に
最
も
早
く
現
れ
、
次
い
で
農
家
子
弟
、

最
後
に
A
産
業
就
業
者
と
い
う
順
序
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
A
産
業
か
ら
の
流
出
者
の
就
職
産
業
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
既
存
就
業
者
・
新
卒
者
の
移
動
先
の
産

業
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
S
産
業
か
ら
M
産
業
へ
と
大
幅
に
シ
フ

ト
し
た
。
第
二
に
、
農
家
出
身
者
と
非
農
家
出
身
者
を
比
較
す
る

と
、
前
者
は
戦
前
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
相
対
的
に
S
産
業

に
集
中
し
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
は
逆
に
相
対
的
に
M
産
業

に
流
入
し
た
。

四
　
非
一
次
産
業
就
業
者
の
給
源

　
M
産
業
就
業
者
の
給
源
　
図
5
は
M
産
業
就
業
者
の
給
源
の
構

成
比
の
長
期
的
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
点
は
、
新
卒
者
に
つ
い
て
は
流
入
数
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ

て
い
る
が
、
既
存
就
業
者
（
他
産
業
か
ら
の
流
入
）
に
つ
い
て
は
、

純
流
入
（
流
入
マ
イ
ナ
ス
流
出
）
数
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
新
卒
者
と
就
業
者
の
構
成
比
の
レ
ベ
ル
の
比

780
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較
は
直
接
的
に
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
特
徴
的
な
こ
と
は
、

既
存
就
業
者
と
新
卒
者
の
構
成
比
の
推
移
は
極
め
て
対
照
的
な
動

き
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
卒
者
の
流
入
量
に
は
循
環

変
動
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
は
既
存
就
業
者
の
移
動
量
の
変

化
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
A
産
業
と
S
産
業
と

か
ら
の
移
動
を
み
る
と
一
九
二
〇
年
代
の
後
半
の
不
況
期
に
は
M

産
業
が
そ
れ
ら
に
対
し
て
流
出
超
過
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
他
産

業
か
ら
の
M
産
業
へ
の
流
入
数
よ
り
も
M
産
業
を
解
雇
さ
れ
て
他

産
業
に
吸
収
さ
れ
た
就
業
者
数
の
方
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
そ

の
吸
収
量
は
S
が
A
を
上
回
っ
て
い
る
。
昭
和
恐
慌
期
に
は
A
産

業
へ
の
遼
流
よ
り
も
S
産
業
に
お
け
る
失
業
者
の
吸
収
が
量
的
に

　
　
　
　
　
　
＾
7
）

上
回
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
好
況
期
に
な
る
と
M
産

業
は
A
・
S
両
産
業
に
対
し
て
流
入
超
過
部
門
と
な
る
。
と
く
に

三
〇
年
代
後
半
に
は
S
は
M
の
就
業
者
の
最
大
の
給
源
と
な
っ
た
。

要
す
る
に
S
は
M
に
と
っ
て
の
直
接
的
雇
用
調
整
の
場
で
あ
っ
た

圭
言
え
よ
う
。
ま
吹
非
農
家
出
身
新
卒
者
の
割
合
も
こ
の
時
期
に

農
家
出
身
新
率
者
の
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
で
は
、

戦
前
と
同
様
に
新
率
者
と
既
存
就
業
者
の
構
成
比
は
対
照
的
な
推

移
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
後
者
の
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
で
あ
る
が
、
不
況
期
に
お
い
て
も
A
産
業
か
ら
の
流
入
は
A
へ

の
還
流
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
時
期
を
通
じ

て
M
が
S
に
対
し
て
流
出
超
過
で
あ
っ
た
こ
と
の
二
点
が
、
戦
前

と
は
異
な
る
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
S
へ
の
流
出
超
過
数

は
、
不
況
期
に
は
増
加
し
好
況
期
に
は
減
少
す
る
と
い
う
戦
前
と

同
様
な
雇
用
調
整
的
変
動
を
示
し
た
。

　
S
産
業
就
業
者
の
給
源
　
次
に
S
産
業
の
就
業
者
の
給
源
の
特

徴
を
挙
げ
て
み
よ
う
（
図
6
）
。
戦
前
期
に
関
し
て
は
、
ま
ず
新

卒
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
安
定
的
に
推
移
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
は
、
A
産
業
か
ら
の
流
入
超
過
数
と
M
産
業
へ
の
流
出
趨
過

数
と
が
相
殺
し
合
っ
た
た
め
に
、
既
存
就
業
者
全
体
と
し
て
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

成
比
が
ほ
ぼ
一
楚
に
保
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、

昭
和
恐
慌
期
に
は
M
産
業
か
ら
A
産
業
へ
の
遺
流
者
が
A
か
ら
M

へ
の
総
流
出
者
を
上
回
っ
た
が
、
A
か
ら
S
へ
の
移
動
で
は
常
に

総
流
出
者
が
遠
流
者
を
上
回
っ
て
い
た
。
ま
た
農
家
子
弟
新
卒
者

が
常
に
非
農
家
子
弟
新
卒
者
を
上
回
り
、
そ
の
格
差
が
M
の
場
合

の
そ
れ
よ
り
も
大
き
か
っ
た
こ
と
も
戦
前
の
S
の
就
業
者
の
給
源

の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
で
は
、
既
存
就
業
者
の
構
成
比
の

変
動
が
戦
前
の
S
や
戦
後
の
M
に
み
ら
れ
る
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い

こ
と
、
M
産
業
に
対
し
て
は
流
入
趨
過
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
特
徴
で
あ
る
。
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図6　S産業就業者の給源の変化

者

非農家出身新卒者
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労
働
移
動
か
ら
見
た
労
働
市
場
の
構
造
　
前
節
で
は
A
産
業
か

ら
の
移
動
者
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
就
業
産
業
を
吟
味
し
た
が
、

こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
、
M
・
S
産
業
の
就
業
者
の
給
源
と
し
て

の
A
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
つ

の
産
業
の
労
働
市
場
に
お
ト
る
位
置
と
機
能
と
を
労
働
移
動
の
視

点
か
ら
吟
味
す
る
。
A
産
業
出
身
者
の
比
重
を
計
測
す
る
た
め
の

基
準
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
ス
ト
ヅ
ク
概
念
に
よ
る
計
測
で
、
あ

る
時
点
に
お
け
る
就
業
者
に
占
め
る
A
産
業
出
身
者
の
割
合
が
基

準
と
な
る
。
第
二
は
フ
ロ
ー
概
念
に
よ
る
計
測
で
、
一
定
期
間
中

の
就
業
者
の
増
分
に
占
め
る
A
産
業
出
身
者
の
割
合
が
基
準
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

砺
“
わ
れ
わ
れ
の
計
測
は
第
二
の
基
準
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

図
7
に
は
、
図
5
と
図
6
と
か
ら
M
・
S
各
部
門
に
お
け
る
就
業

者
の
各
給
源
の
合
計
値
に
対
す
る
A
産
業
出
身
者
の
構
成
比
を
取

り
出
し
て
描
い
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
後
半
ま
で
は
S
産
業
に
お

け
る
A
産
業
出
身
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
M
産
業
に
お
け
る
そ
れ
を
顕

著
に
上
回
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
期
以
後
両
産
業
の
相
対
的
地
位

は
逆
転
す
る
。
な
お
図
は
省
略
す
る
が
既
存
就
業
者
に
農
家
新
卒

者
を
加
え
た
場
合
で
も
、
戦
後
に
お
け
る
両
産
業
の
相
対
的
地
位

が
逆
転
す
る
時
期
が
既
存
就
業
者
の
み
の
場
合
よ
り
数
年
早
く
な

る
だ
け
で
、
基
本
的
に
は
図
7
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
要
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図7非一次産業の給源としてのA産業のウェイト
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す
る
に
、
一
九
五
〇
年
代
半
ぱ
以
前
で
は
、
S
の
就
業
者
の
供
給

源
と
し
て
A
の
割
合
は
、
M
に
お
け
る
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
た
。
し
か
も
不
況
期
に
お
い
て
は
、
M
は
A
に
対
し
流
出
超
過

で
あ
っ
た
が
、
S
は
流
入
超
過
で
あ
っ
た
。
A
と
S
と
は
景
気
変

動
と
は
ほ
ぼ
関
係
な
く
、
労
働
移
動
を
通
じ
て
労
働
市
場
に
お
い

て
密
接
に
結
合
し
て
い
た
。
戦
前
期
の
A
と
S
の
実
質
賃
金
が
ほ

ぼ
同
一
の
水
準
と
変
動
を
た
ど
っ
た
の
に
対
し
て
、
A
と
M
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

閲
に
は
明
白
な
賃
金
格
差
が
存
在
し
た
。
こ
の
相
違
は
、
既
に
述

べ
て
き
た
よ
う
な
M
と
S
と
の
就
業
者
の
給
源
の
差
異
に
由
来
す

る
。
A
と
S
と
の
賃
金
は
、
両
産
業
の
労
働
移
動
を
通
じ
て
均
衡

化
し
た
が
、
A
か
ら
M
へ
の
移
動
量
は
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
の

で
、
両
産
業
間
の
賃
金
格
差
は
解
消
し
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
労

働
移
動
の
視
点
か
ら
は
、
A
産
業
の
労
働
カ
が
S
に
集
中
的
に
流

出
し
た
時
期
す
な
わ
ち
一
九
五
〇
年
代
半
ぱ
ま
で
の
時
期
で
は
、

A
．
S
と
M
と
の
労
働
市
場
が
異
質
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
市
場
の
構
造
は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ぱ

以
降
A
の
労
働
カ
が
そ
の
主
要
な
就
業
先
を
S
か
ら
M
に
転
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
崩
れ
る
の
で
あ
る
。
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五
　
労
働
移
動
の
誘
因

　
前
提
条
件
　
労
働
移
動
が
経
済
変
動
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は

既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
労
働
移
動
の
誘
因
を
深
る

た
め
に
労
働
移
動
関
数
の
計
測
を
試
み
る
。

　
過
去
に
も
い
く
つ
か
の
労
働
移
動
関
数
の
計
測
例
が
あ
る
が
、

本
推
計
に
基
づ
く
労
働
移
動
関
数
の
計
測
に
は
以
下
の
よ
う
な
メ

リ
ヅ
ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
既
存
の
計
測
で
は
、
主
に
農
家
人
口

又
は
農
業
就
業
者
の
純
流
出
率
が
被
説
明
変
数
と
な
っ
て
い
る
。

純
流
出
は
流
出
と
流
入
の
差
で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
ぱ
流
出
の

み
を
被
説
明
変
数
と
し
た
関
数
の
計
測
が
望
ま
し
い
。
本
推
計
で

、
は
A
産
業
か
ら
の
流
出
と
A
産
業
へ
の
還
流
が
別
個
に
推
計
さ
れ

て
い
る
の
で
、
流
出
の
み
に
つ
い
て
労
働
移
動
関
数
の
計
測
が
可

能
と
な
る
。
既
に
図
3
と
図
4
と
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
A
産

業
就
業
者
の
移
動
バ
タ
ー
ン
は
M
産
業
へ
流
出
す
る
場
合
と
S
産

業
へ
流
出
す
る
場
合
と
で
異
な
る
。
従
来
の
移
動
関
数
で
は
、
M

と
S
と
は
統
合
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
を
分

離
し
て
労
働
移
動
関
数
の
計
測
を
行
な
っ
た
。
こ
の
点
が
第
二
の

メ
リ
ヅ
ト
で
あ
る
。
第
三
に
、
過
去
の
労
働
移
動
関
数
の
計
測
対

象
は
農
家
人
口
・
農
業
就
業
者
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

わ
れ
わ
れ
は
非
一
次
産
業
間
の
労
働
移
動
を
も
対
象
と
し
た
。

　
労
働
移
動
を
説
明
す
る
仮
説
と
し
て
は
、
就
業
機
会
説
と
所
得

楮
差
説
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
仮
説
は
必
ず
し
も
相
互
に
独
立
で

は
な
い
が
、
南
の
農
家
人
口
あ
る
い
は
西
川
の
女
子
繊
維
労
働
者

を
対
象
と
し
た
計
測
か
ら
は
、
日
本
の
労
働
移
動
は
所
得
椅
差
説

で
は
な
く
就
業
機
会
説
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
い
う
結
論
が
導

　
　
＾
皿
）

出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
所
得
格
差
の
存
在
は
単
な
る
移
動
の
前
提

条
件
に
過
ぎ
ず
、
現
実
に
移
動
が
行
な
わ
れ
る
か
否
か
は
、
移
動

先
の
就
業
機
会
の
有
無
に
依
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
両
仮
説

の
妥
当
性
に
つ
い
て
本
推
計
値
を
用
い
て
あ
ら
た
め
て
吟
味
す
る

こ
と
も
ま
た
本
節
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
推
定
す
べ
き
モ
デ
ル
と
そ
の
記
号
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

さ
革
薫
工
一
t
一
・
一
工
三
躯
皿
一

〔
記
号
〕

勿7＆
（
幻
）

物
（
物
）

D

十
庁
も
十
雨

第
・
也
産
業
か
ら
第
．
3
産
業
へ
の
移
動
率

第
・
旭
（
・
3
）
　
産
業
の
実
質
G
D
P
成
長
率

第
4
（
－
3
）
　
産
業
の
就
業
者
の
年
間
実
質
所
得

ダ
ミ
ー
変
数
（
戦
前
0
・
戦
後
1
）
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（η）　目本の産業間労働移動

8
　
　
誤
差
項

　
被
説
明
変
数
吻
に
は
A
か
ら
M
と
A
か
ら
S
へ
の
既
存
就
業
者

の
総
流
出
率
お
よ
ぴ
M
か
ら
S
へ
の
純
流
出
率
を
用
い
る
。

　
産
出
高
の
変
化
が
労
働
需
要
の
変
化
を
惹
き
起
こ
す
と
仮
定
す

る
な
ら
実
質
G
D
P
の
成
長
率
は
就
業
機
会
の
代
理
変
数
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
技
術
進
歩
率
の
大
き
さ
、
技
術
進

歩
の
タ
イ
プ
な
ど
も
労
働
需
要
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
が
、
こ

こ
で
は
労
働
需
要
は
産
出
高
の
変
化
に
よ
っ
て
最
も
強
く
規
定
さ

れ
る
も
の
と
す
る
。
先
の
記
号
を
使
え
ぱ
、
■
第
プ
部
門
の
実
質
G

D
P
の
成
長
率
（
＄
）
は
移
動
先
の
産
業
の
、
ま
た
第
丑
部
門
の

そ
れ
（
邑
は
移
動
前
に
就
業
し
て
い
た
産
業
の
就
業
機
会
の
代

理
変
数
で
あ
る
。
要
す
る
に
そ
れ
ぞ
れ
は
就
業
機
会
に
関
す
る
プ

ル
要
因
、
プ
ツ
シ
ュ
要
因
の
指
標
で
あ
る
か
ら
、
推
定
す
べ
き
パ

一
7
メ
ー
タ
の
理
論
的
符
号
条
件
は
、
へ
は
負
、
勾
は
正
と
な
る
。

　
所
得
格
差
に
用
い
ら
れ
る
所
得
と
し
て
、
M
・
S
産
業
に
つ
い

て
は
各
産
業
の
就
業
者
一
人
当
り
の
年
間
所
得
、
A
産
業
に
つ
い

て
は
農
業
就
業
者
一
人
当
り
年
間
農
業
所
得
を
用
い
た
。
所
得
格

差
の
指
標
と
し
て
賃
金
椿
差
を
使
わ
な
か
っ
た
理
由
は
、
第
一
に

A
産
業
お
よ
び
戦
前
の
S
産
業
で
は
賃
金
労
働
者
の
割
合
が
少
な

か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
A
産
業
就
業
者
の
年
間
労
働
日
数
は
非
一

次
産
業
よ
り
も
短
く
、
そ
れ
が
賃
金
格
差
を
上
回
る
年
間
所
得
格

差
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
年
間
所
得
格
差
の
方
が
賃
金
格
差
以
上

に
労
働
移
動
の
誘
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
M
・
S
産
業
の
所
得

と
A
産
業
の
所
得
は
、
都
市
と
農
村
の
消
費
内
容
・
物
価
差
な
ど

を
考
慮
し
て
各
々
都
市
と
農
村
の
消
費
者
物
価
指
数
で
デ
フ
レ
ー

ト
し
て
実
質
化
し
た
。
な
お
所
得
格
差
を
表
わ
す
バ
ラ
メ
ー
タ
ー

㌔
の
理
論
的
符
号
条
件
は
正
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
・
3
（
・
也
）
産

業
の
所
得
が
上
昇
（
低
下
）
す
れ
ぱ
、
移
動
率
は
上
昇
す
る
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
が
、
労
働
移
動
に
対
し
て
瞬
時
に
影
響
を
及
ぽ

す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
一
年
の
タ

イ
仏
ラ
グ
を
仮
定
し
た
。
ま
た
計
測
に
際
し
て
は
各
変
数
の
五
年

移
動
平
均
値
を
使
っ
た
。
計
測
期
間
は
、
戦
前
・
戦
後
・
お
よ
び

そ
れ
ら
を
プ
ー
ル
し
た
全
期
間
と
し
た
。
戦
前
期
と
は
、
A
産
業

か
ら
の
移
動
に
つ
い
て
は
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
六
年
、
M
か

ら
S
へ
の
移
動
に
つ
い
て
は
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
三
六
年
の
期

間
を
意
味
す
る
。
戦
後
期
と
は
各
々
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
七
三

年
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
七
三
年
で
あ
る
。
計
測
期
間
が
A
か

ら
の
移
動
と
非
一
次
産
業
間
の
移
動
と
の
間
で
異
な
る
の
は
、
説

明
変
数
の
た
め
の
資
料
の
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
戦
前
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一橘諭誰 第90巻 第6号（ア8）

表6労働移動関数の計測緒果

期　　閥

1925－36

1956－73

1925－73

1925－36

1956－73

1925－73

1923－36

1952－73

1923－73

（注〕

（資料）

定数項　　　51

一0．9399

一0．5693

一2．6652

A→M
　あ里　　　　b3　　　　b。

　　0．0635　　　　　　0，098ア　　　　O．9262

　（1，57）　　（2．36）‡　（4．30）“

　一〇、2043　　　　　　0．0141　　　　1．8063

（一2．27）‘　（0．33）　（2．56）｝

　一0．0482　　　　　　0．0890　　　　2．0715

（一0．80）　　（3．11）舳（7．28）舳

一1．2464　　　　　0．0833
　　　　　　　　　（1．43）

一2．1939　　　　　0．0205
　　　　　　　　　（O．45）

一1．1273　　　　　0．0216
　　　　　　　　　（O．74）

一3．8236

O，690ア

一3．2096

A→S
0．0359　　　　1．3310

（1．23）　（2．75）‡

0．1056　　　　1．5588

（2．07）｝　（3．60）舳

0．0586　　　　1．2845

（2．90）舳（6．川舳

　　　　　　　　　　　M→S

　－O．3099　　　　－O．1592

（一2．74）“　（一3．15）舳

　一〇．0649　　　　－0．0543

（一4．91）榊　（一1．57）

　一〇．0765　　　　－O，1768

（一2．95）帥（一5．39）榊

珊　　D．〃．

O．621　　　1．16

0．567　　　0，83

0．8ア4　　　0．45

O．649　　　1．37

0．481　　　1．08

O．923　　　1，03

5．3999
　　　　　　　　　　　　　　　　0，763
（2．92）榊

1－4926　　　　0，661
（0．61）

　3．4S15　　　　3．2205　　　0，831

（2．78）帥（10．36）榊

1．39

1．84

1．09

①解は自由度調整済みの決定係数，刀．w．はダーヒ．ンワトソン統計扱，（）の数字は圭値を表わす。

②　ヰ，榊は各々95％。99％の信頼水準で有恵であることを示す。

①産簗別実質GDP：1921－1970年：0趾awa舶dSh1皿oh乱m1gアg，pp．21g－282．1g71－
　19フ5年1経済企画庁『團民経済計算隼報』各年版。

②1人当り年間所得1皿・S産棄11921－19ア0年は南・小野19フ8，165－166頁。1971－1975年は

　それを労働省『毎月動労統計鯛壷』で延長Lた。A産葉：加用19η。494－496頁。

③消費者物価指数1戦前：大川・その他196ア1135頁。戦後1加用19π34，46．4ア頁。

と
戦
後
に
ま
た
が
る
全
期
間
の
計
測
に

際
し
て
は
、
与
件
と
し
て
の
経
済
構
造

の
変
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
戦
前
を
ゼ
ロ
、

戦
後
を
1
と
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
を
採
用

し
た
。

　
労
働
移
動
関
数
の
分
析
　
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
の
計
測
結
果
は
表
6
に
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
A
か
ら
M
へ
の
移
動
関
数

を
検
討
し
て
み
よ
う
。
全
て
の
計
測
期

間
に
つ
い
て
理
論
的
符
号
条
件
を
満
足

し
か
つ
統
計
的
に
有
意
で
あ
っ
た
バ
ラ

メ
ー
タ
ー
は
所
得
椿
差
を
示
す
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
勾
の
み
で
、
移
動
先
の
就
業
機

会
を
表
わ
す
勾
は
戦
前
に
つ
い
て
は
理

論
的
符
号
条
件
を
満
た
し
統
計
的
に
有

意
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
つ
い
て
は
統

計
的
に
有
意
で
は
な
か
っ
た
。
戦
前
と

戦
後
を
プ
ー
ル
し
た
全
期
間
に
つ
い
て

の
推
定
値
は
統
計
的
に
有
意
で
あ
っ
た
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（79）　圓本の産業間労働移動

が
、
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
安
定
性
は
弘
に
比
べ
て
弱
か
っ
た
。

就
業
機
会
の
喪
失
を
表
わ
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
（
へ
）
ぽ
戦
後
の
み

有
意
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
労
働
移
動
に
対
し
て
の
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
戦
前
と
戦
後
の
経
済
構
造
の
変
化
を
表
わ
す

た
め
の
ダ
ミ
ー
変
数
は
統
計
的
に
有
意
で
は
な
か
っ
た
。

　
A
か
ら
S
へ
の
移
動
も
、
A
か
ら
M
へ
の
移
動
と
同
様
に
専
ら

所
得
格
差
の
変
動
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
伽
の
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
の
み
が
、
三
つ
の
計
測
期
間
に
共
通
し
て
理
論
的
符
号

条
件
を
満
た
し
統
計
的
に
有
意
で
あ
っ
た
。
S
部
門
に
お
け
る
就

業
機
会
の
変
化
を
示
す
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
勾
は
戦
後
お
よ
ぴ
金
期
間

を
プ
ー
ル
し
た
時
に
の
み
統
計
的
に
有
意
で
あ
っ
た
。
ら
は
三
つ

の
計
測
期
間
と
も
理
論
的
符
号
条
件
を
満
足
せ
ず
統
計
的
に
有
意

で
は
な
か
っ
た
。
ダ
ミ
ー
変
数
は
A
か
ら
M
へ
の
移
動
の
ケ
ー
ス

と
同
様
に
有
意
で
な
か
っ
た
。

　
A
産
業
か
ら
の
労
働
移
動
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。
第
一
に
、
移
動
は
就
業
機
会
説
で
は
な
く
所
得
格
差
説

で
説
明
で
き
る
。
こ
れ
は
従
来
の
結
論
す
な
わ
ち
所
得
楕
差
の
存

在
は
移
動
の
前
提
条
件
で
、
農
業
労
働
力
の
移
動
は
非
一
次
産
業

に
お
け
る
就
業
機
会
に
よ
っ
て
発
生
し
た
と
す
る
主
張
と
対
立
す

る
。
わ
れ
わ
れ
は
む
し
ろ
労
働
移
動
は
主
に
産
業
間
の
所
得
の
不

均
衡
の
拡
大
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え
る
。
な
お
こ
れ

に
つ
い
て
は
一
つ
注
釈
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ぱ
図
3
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て

A
部
門
か
ら
の
総
流
出
率
は
急
増
す
る
が
、
こ
の
時
期
は
他
方
で

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

製
造
業
職
工
賃
金
の
農
業
年
雇
賃
金
に
対
す
る
格
差
が
急
速
に
縮

　
　
　
　
　
　
　
＾
螂
）

小
す
る
時
期
も
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
得
格
差

説
が
妥
当
す
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
賃
金
格
差
は
縮

小
し
た
が
、
自
家
農
業
投
下
労
働
時
間
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め

＾
μ
）に

年
間
所
得
拡
差
は
む
し
ろ
拡
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
M
か
ら
S
へ
の
移
動
の
労
働
移
動
関
数
を
検
討
し
よ
う
。
三
つ

の
計
測
期
間
に
共
通
し
て
理
論
的
符
号
条
件
を
満
た
し
か
つ
統
計

的
に
有
意
な
値
を
と
っ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
勾
の
み
で
あ
っ
た
。

流
入
部
門
の
労
働
需
要
を
表
わ
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
伽
の
理
論
的
符

号
条
件
は
正
で
あ
る
が
、
M
か
ら
S
へ
の
移
動
で
は
三
つ
の
計
測

例
と
も
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
不
況
期
に
も
拘
ら

ず
、
S
へ
の
流
入
は
増
大
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
S

産
業
の
産
出
高
の
変
化
が
必
ず
し
も
労
働
需
要
の
適
切
な
指
標
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
S
に
集
申
し

て
い
る
自
営
業
主
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り

不
況
期
に
賃
金
水
準
が
下
落
す
る
と
、
安
価
な
労
働
カ
が
雇
用
可
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一橋論叢　第90巻　第6号　（80）

表7既存就業者の移醐の産業間のパランス

流 入 産 業

M
　戦好況期 　前不況期 　戦好況期 　後不況期

A
S

流
流

入還流（小）入遜流（犬） 流入（犬）流入（小）還流（小）遡流（大）

S流
出
産
業

　戦好況期 　前不況期 　戦好況期 　後不況期

A
M

流入（大）流入（小）遮　　流流　入 流入（大）流入（小）流入（小）流入（大）

（注）①流幽（入）産葉とは，移醐前（後）の就葉産策を意昧する

　　　②流入（迎流）は、流入（還流〕超過を表わす。

能
と
な
る
た
め
に
、
支
払
能
カ
の
乏
し
い
自
営
業
主
は
家
族
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

を
雇
用
労
働
に
代
替
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
よ
っ
て
、
M
産
業
か
ら
解
雇
さ
れ
た
労
働
カ
は
S
産
業
に
吸
収

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
M
と
S
と
の
間
の
所
得
格
差
は
、
A
産
業
か

ら
の
移
動
の
場
合
と
は
異
な
り
、
戦
前
と
全
期
間
を
プ
ー
ル
し
た

時
に
の
み
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
統
計
的
に
有
意
と
な
っ
た
。
ダ

ミ
ー
変
数
は
M
か
ら
S
へ
の
場
合
に
お
い
て
は
有
効
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
与
件
の
変
化
に
よ
っ
て
移
動
率
は
上
方
に
シ
フ
ト
し
た

の
で
あ
る
。

　
M
と
S
の
間
の
移
動
の
特
色
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。
第
一
に
、

移
動
は
主
に
M
産
業
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
喪
失
に
よ
っ
て
惹
き

起
こ
さ
れ
た
。
第
二
に
、
S
産
業
は
不
況
期
ほ
ど
よ
り
多
く
の
労

働
カ
を
吸
収
し
た
。
こ
れ
は
、
自
営
業
主
の
特
殊
な
労
働
需
要
行

動
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
第
三
に
、
産
業
間
の
所
得
格
差
は

A
産
業
か
ら
の
移
動
に
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
カ
を
も
た

な
か
っ
た
。
第
四
に
、
戦
前
と
戦
後
の
聞
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ヅ
プ

が
存
在
す
る
。
こ
の
申
で
特
に
重
要
な
の
は
第
一
点
と
第
二
点
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
S
産
業
は
M
産
業
で
生
じ

た
失
業
者
の
吸
収
産
業
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
M
産
業
の
景
気
変

動
の
ク
ヅ
シ
目
ン
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
、
労
働
移
動
関
数
の

計
測
に
よ
っ
て
再
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

末
縞
語

　
わ
れ
わ
れ
は
、
産
業
間
労
働
移
動
に
関
す
る
新
し
い
推
計
に
基

づ
い
て
、
い
く
つ
か
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
そ
の
合
意
に

つ
い
て
述
べ
た
。
表
7
は
、
既
存
就
業
者
の
移
動
に
関
す
る
産
業

間
バ
ラ
ン
ス
を
総
括
的
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

88弓
’



（81）　目本の産業間労働移動

　
最
後
に
本
稿
の
問
題
点
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
簡
単
に
指

摘
し
て
お
く
。
わ
れ
わ
れ
の
推
計
作
業
は
一
九
七
五
年
で
終
了
し

た
が
、
そ
れ
以
後
の
時
期
に
関
し
て
も
本
推
計
法
を
適
用
し
て
み
、

る
必
要
が
あ
る
。
オ
イ
ル
シ
目
ツ
ク
後
の
産
業
間
労
働
移
動
を
独

自
の
分
析
対
象
と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
本
稿
で
は
、

戦
前
・
戦
後
の
長
期
分
析
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
男
女

計
の
移
動
の
み
を
対
象
と
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
つ
い
て
の
推

計
作
業
は
男
女
別
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
析
も
男
女

別
に
行
な
う
方
が
よ
い
。
第
三
に
、
労
働
移
動
の
誘
因
に
関
し
て

も
就
業
機
会
説
、
所
得
格
差
説
以
外
の
理
論
仮
説
が
新
た
に
提
起

　
　
　
＾
1
6
〕

さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
推
計
結
果
と
そ
れ
ら
と
の
関
係
を
吟

味
す
る
こ
と
も
今
後
の
璽
要
な
課
題
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
統
計
付
録

統
計
付
録
で
は
産
業
間
労
働
移
動
の
推
計
方
法
と
そ
の
資
料
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

記
号

　
－
丑
　
第
・
o
産
業
（
也
1
1
A
・
M
・
S
）
　
　
　
一

　
　
A
　
農
林
水
産
業

　
　
M
。
鉱
工
業
・
建
設
業
・
公
益
産
業

z　r　皿 dlv刀 石zBNBF
　
サ
ー
ビ
ス
産
業
・
そ
の
他

就
業
者

新
規
就
職
者

　
農
家
出
身
新
規
就
職
者

　
非
農
家
出
身
新
規
就
職
者

退
出
者

産
業
別
純
流
入
者
（
流
入
マ
イ
ナ
ス
流
出
）

離
職
率

帰
農
率

A
産
業
へ
の
遼
流
者

A
産
業
か
ら
の
流
出
者

　
推
計
式

　
f
期
に
お
け
る
・
丑
産
業
の
就
業
者
を
ト
る
）
と
す
る
。
一
国
の

産
業
を
A
・
M
・
S
の
三
つ
に
分
割
し
、
一
国
全
体
の
就
業
者
を

ト
（
“
）
と
す
る
と

　
　
ト
（
、
）
1
－
卜
』
（
“
）
十
－
ミ
（
“
）
十
■
o
（
“
）
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

と
な
る
。
就
業
者
の
海
外
移
動
が
な
い
も
の
と
仮
定
す
れ
ぱ
、

　
　
」
卜
（
“
）
H
卜
（
“
）
1
卜
（
“
－
H
）
1
1
困
（
、
）
－
b
（
、
）
　
　
　
（
N
）

と
な
る
が
、
・
丑
産
業
に
と
っ
て
は

　
　
』
♪
（
甘
）
1
ー
タ
（
“
）
1
b
る
）
十
≧
一
（
“
）
　
　
　
　
　
　
（
ω
）
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付図　労働移動のルート

λ

s〃

胎

で
あ
る
。
㈲
式
よ
り

　
　
き
（
“
）
1
1
㌧
♪
（
“
）
1
♪
（
“
）
十
b
る
）
　
　
　
　
　
　
（
阜
）

で
定
義
に
よ
り
】
き
…
o

　
　
　
　
　
　
｛

D
。
に
つ
い
て
は
各
産
業
の
退
出
率
が
一
国
全
体
の
退
出
率
に
等
し

い
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
b
｛
（
“
）
ド
｝
（
“
－
H
）
H
b
（
“
）
ト
（
、
1
H
）

　
　
や
（
“
）
1
－
b
（
“
）
×
♪
（
T
H
）
ド
（
“
1
H
）
　
　
　
　
　
（
｝
）

に
よ
っ
て
計
算
し
た
数
値
を
使
用
す
る
。

　
付
図
に
労
働
移
動
の
ル
■
ト
を
見
－
凪
の
記
号
で
表
わ
し
た
。

各
々
は
次
式
に
従
っ
て
計
測
さ
れ
る
。

　
①
見
と
見

　
　
｛
ト
ミ
（
ア
ー
）
十
卜
臼
（
丁
－
）
－
×
呉
“
）
×
、
（
“
）
×
ざ
（
、
）
、
＜
（
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
α
）

｛
ト
ミ
（
丁
－
）
十
8
（
丁
－
）
－
X
呉
、
）
は
非
一
次
産
業
金
体
の
離
職

者
を
表
わ
す
。
そ
れ
に
、
（
、
）
を
乗
ず
る
こ
と
に
ょ
っ
て
還
流
者

を
計
測
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
さ
（
“
）
、
＜
（
“
）
を
乗
じ
て
M
・
S
各

産
業
か
ら
の
還
流
者
を
推
計
す
る
。

　
②
ム
と
私

　
　
葛
一
（
“
）
十
き
（
“
）
1
乏
㌧
（
“
）
－
×
♪
（
“
）
、
（
、
）
　
　
　
（
N
）

き
（
“
）
十
戸
（
、
）
－
≧
。
（
、
）
は
A
産
業
か
ら
の
総
流
出
数
で
、
そ
れ

を
ぶ
（
“
）
、
（
｝
）
の
比
率
で
M
・
S
各
産
業
に
配
分
す
る
。

　
⑧
孔
と
牝

　
D
へ
と
凡
は
各
々
独
立
に
計
測
で
き
な
い
の
で
、

　
　
タ
（
“
）
－
♪
（
“
）
1
ー
き
（
“
）
ー
タ
（
“
）
ー
き
（
“
）
　
　
　
（
。
。
）

と
し
て
純
移
動
者
の
み
を
求
め
る
。

賓
料

　
①
産
業
別
就
業
者
（
♪
）

戦
後
総
理
府
統
計
局
『
就
業
構
造
基
本
調
査
』
を
ベ
ン
チ
・

マ
ー
ク
と
し
て
、
中
間
年
次
お
よ
び
一
九
五
六
年
以
前
の
年
は
同

790



（83）　圓本の産葉間労働移勲

『
労
働
力
調
査
』
に
リ
ン
ク
し
て
推
計
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

　
戦
前
　
梅
村
推
計
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

　
②
新
規
就
職
者
（
与
）

　
戦
後
　
文
部
省
『
産
業
教
育
調
査
』
『
学
校
基
本
調
査
』
の
「
産

業
別
新
規
学
校
卒
業
者
就
業
者
数
」
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。

　
戦
前
　
一
九
二
九
－
三
八
年
は
厚
生
省
『
小
学
校
（
含
高
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

卒
業
者
の
産
業
別
就
業
者
』
を
用
い
る
。
そ
れ
以
外
の
年
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
b
（
“
）
が
時
間
の
一
次
関
数
と
み
な
し
各
年
の
新
規

就
職
者
総
数
を
求
め
る
。
一
九
二
九
年
以
前
の
年
に
つ
い
て
は
一

九
二
九
－
三
八
年
の
期
間
の
タ
（
“
）
忘
（
“
）
の
平
均
値
を
、
一
九

三
九
．
四
〇
年
に
つ
い
て
は
二
九
－
三
八
年
の
タ
（
“
）
這
（
一
）
を

延
長
し
た
値
を
先
に
求
め
た
b
（
“
）
に
乗
じ
て
推
計
し
た
。

　
⑥
農
家
出
身
新
規
就
職
者
（
b
さ
）
・
非
農
家
出
身
新
規
就
職
者

（
吋
き
）

　
新
規
就
職
者
の
出
身
世
帯
は
農
家
と
非
農
家
の
二
種
類
に
分
類

さ
れ
る
。
農
家
出
身
者
は
A
・
M
・
S
の
全
産
業
に
就
職
す
る
が
、

非
鹿
家
出
身
者
は
A
産
業
に
は
就
職
せ
ず
、
M
・
S
産
業
に
の
み

就
職
す
る
と
仮
定
す
る
。
つ
ま
り
新
規
学
率
A
産
業
就
職
者
は
全

て
農
家
か
ら
供
給
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
。

　
戦
後
　
一
九
六
二
－
七
五
年
の
期
間
に
つ
い
て
は
農
林
省
『
農

家
就
業
動
向
調
査
』
の
「
新
規
挙
卒
者
調
査
・
農
家
子
弟
の
率
業

後
の
状
況
」
を
利
用
す
る
。
同
調
査
の
恒
常
的
勤
務
（
含
非
農
業

自
営
業
）
就
職
者
（
♪
）
の
自
営
農
業
就
職
者
（
♪
）
に
対
す
る

比
率
を
求
め
、
そ
れ
を
『
学
校
基
本
調
査
』
の
A
産
業
就
職
者

（
b
・
）
に
乗
じ
て
農
家
出
身
非
一
次
産
業
就
職
者
を
計
算
す
る
。

す
な
わ
ち

　
　
b
、
ミ
（
“
）
十
b
、
軸
（
“
）
“
旬
』
（
“
）
×
）
（
“
）
、
♪
（
“
）
　
　
（
o
）

と
な
る
。
M
・
S
各
産
業
へ
の
配
分
比
率
は
『
農
家
就
業
動
向
調

査
』
の
「
農
家
世
帯
員
の
他
産
業
へ
の
流
出
者
」
の
新
卒
者
に
関

す
る
数
値
を
用
い
る
。
一
九
五
一
－
五
六
年
と
一
九
六
一
年
は

『
学
校
基
本
調
査
』
の
「
都
道
府
県
別
産
業
別
就
職
者
」
か
ら
農

業
県
（
青
森
・
岩
手
・
秋
田
・
茨
城
・
千
葉
・
鳥
取
・
島
根
・
高

知
．
宮
崎
．
鹿
児
島
の
十
県
）
を
選
び
、
農
業
県
に
お
け
る
非
一

次
産
業
就
職
者
（
♪
、
）
の
A
産
業
就
職
者
（
♪
、
）
に
対
す
る
比
率

）
、
、
♪
、
が
先
め
♪
高
旧
と
連
動
す
る
と
仮
定
し
、
二
つ
の
比
率

が
共
通
に
採
れ
る
一
九
六
二
年
の
値
で
調
整
す
る
。
す
な
わ
ち

　
　
由
、
ミ
（
“
）
十
b
，
b
（
“
）
1
－
b
』
（
“
）
×
）
、
（
“
）
、
♪
、
（
、
）

・
（
詑
一
一
㏄
＼
索
一
一
㏄
一

（
H
o
）

が
推
計
式
と
な
る
。
M
・
S
各
産
業
へ
の
配
分
比
率
は
『
学
校
基
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本
調
査
』
の
農
業
県
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
使
う
。
一
九
五
七
－
六

〇
年
は
直
線
補
間
、
五
〇
年
は
五
一
－
五
六
年
の
値
を
延
長
し
た
。

非
農
家
出
身
新
規
就
職
者
（
■
き
）
は
b
き
（
“
）
1
1
♪
（
“
）
1
b
）
（
“
）

と
し
て
求
め
た
。

　
戦
前
　
一
九
二
九
二
二
六
年
は
、
内
務
省
・
厚
生
省
調
『
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

業
・
工
業
県
別
小
学
校
（
含
高
小
）
卒
業
生
の
就
職
状
況
』
か
ら

農
業
県
（
先
に
同
じ
）
の
率
業
生
に
つ
い
て
側
式
を
適
用
し
て
農

家
出
身
非
一
次
産
業
就
職
者
を
計
算
し
、
そ
れ
を
同
調
査
の
産
業

別
構
成
比
を
乗
じ
て
M
・
S
産
業
へ
の
就
職
者
を
求
め
た
。
他
の

年
次
は
両
年
を
結
ぷ
直
線
上
か
ら
推
計
し
た
。
非
農
家
出
身
者
の

計
算
方
法
は
戦
後
と
同
じ
で
あ
る
。

　
④
離
職
率
（
軋
）

　
戦
後
　
一
九
五
三
－
六
三
年
は
労
働
省
『
労
働
異
動
調
査
』
、

一
九
六
四
－
七
五
年
は
同
『
雇
用
動
向
調
査
』
の
数
字
を
そ
の
ま

ま
使
う
。
一
九
五
〇
－
五
二
年
は
同
『
毎
月
勤
労
統
計
調
査
』
に

リ
ン
ク
し
て
延
長
す
る
。

　
戦
前
　
一
九
二
三
－
三
六
年
は
内
務
省
社
会
局
『
工
場
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

異
動
調
』
と
同
『
鉱
山
労
働
者
異
動
調
』
の
平
均
値
を
用
い
る
。

但
し
前
者
の
調
査
対
象
は
常
時
五
〇
人
以
上
の
職
工
を
使
用
す
る

工
場
で
あ
る
か
ら
、
不
況
期
の
d
は
実
際
値
よ
り
も
過
大
在
バ
イ

ア
ス
を
持
つ
。
他
の
年
次
は
d
が
時
間
の
一
次
関
数
と
み
な
し
て

推
計
し
た
。

　
⑤
帰
農
率
（
s
）

　
戦
後
　
一
九
五
九
年
以
後
は
総
理
府
統
計
局
『
就
業
構
造
基
本

調
査
』
を
ベ
ン
チ
・
マ
ー
ク
と
し
、
同
調
査
に
お
け
る
転
職
者
の

中
で
A
産
業
に
再
就
職
し
た
者
の
比
率
を
使
っ
た
。
中
間
年
次
は

直
線
補
間
、
一
九
五
八
年
以
前
は
一
九
五
九
－
七
一
年
の
四
と
時

間
と
の
間
の
直
線
回
帰
式
に
よ
っ
て
延
長
し
て
推
計
し
た
。

　
戦
前
　
一
九
二
三
－
三
六
年
は
離
職
率
と
同
じ
資
料
と
方
法
を

適
用
す
る
。
そ
れ
以
外
の
年
は
、
一
九
二
三
－
三
六
年
の
帰
農
率

　
　
　
＾
2
1
〕

と
殺
到
率
と
の
間
の
回
帰
式
か
ら
推
定
し
た
。

　
⑥
A
産
業
へ
の
還
流
者
（
＜
）

　
戦
後
　
一
九
五
八
－
七
五
年
は
農
林
省
『
農
家
就
業
動
向
調

査
』
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
一
九
五
〇
－
五
七
年
は
一

九
五
八
－
七
五
年
の
さ
（
“
）
ミ
（
“
）
と
時
間
と
。
の
回
帰
式
を
使
っ

て
延
長
し
て
推
計
し
た
。

　
戦
前
　
戦
前
期
に
お
い
て
は
前
職
別
帰
農
者
に
関
す
る
資
料
は

存
在
し
な
い
。
そ
れ
に
代
っ
て
一
九
二
五
・
三
〇
年
の
『
国
勢
調

査
』
か
ら
得
ら
れ
る
失
業
者
の
前
職
別
構
成
比
を
使
用
し
、
他
の

年
次
は
両
年
を
結
ぷ
直
線
上
か
ら
推
計
す
る
。
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⑦
A
産
業
か
ら
の
流
出
者
（
ぶ
）

　
戦
後
　
A
産
業
へ
の
還
流
者
（
さ
）
と
同
様
の
方
法
と
資
料
を

適
用
し
た
。

　
戦
前
　
一
．
九
二
八
・
三
〇
・
三
二
・
三
四
・
三
六
年
は
中
央
職

業
紹
介
瑛
務
局
（
内
務
省
、
厚
生
省
）
『
遭
府
県
外
出
稼
者
調
査
』

の
国
内
非
農
林
水
産
業
出
稼
者
を
使
用
す
る
。
注
意
す
べ
き
点
は

同
調
査
の
数
字
が
フ
ロ
ー
で
は
な
く
ス
ト
ヅ
ク
概
念
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
中
間
年
次
は
前
後
の
年
の
平
均
値
を
、
一
九
三
七
－
四

〇
年
は
実
際
値
と
時
間
と
の
回
帰
式
に
よ
っ
て
延
長
し
て
推
定
し

た
。
一
九
二
一
－
二
七
年
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
八
年
に
実
施
さ

れ
た
東
京
市
役
所
『
東
京
市
市
勢
調
査
原
表
』
と
神
戸
市
役
所

『
神
戸
市
臨
時
市
勢
調
査
人
口
及
職
業
統
計
表
』
か
ら
市
外
出
生

有
業
者
の
産
業
別
構
成
比
を
計
算
し
、
そ
れ
と
一
九
二
八
年
の

『
遺
府
県
外
出
稼
者
調
査
』
の
数
字
と
を
縞
ん
で
推
定
し
た
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ぱ
梅
村
一
九
六
一
、
南
一
九
六
四
、
小
野
一
九
七
三
。

　
（
2
）
　
牧
野
一
九
八
○
で
は
こ
の
方
法
を
用
い
て
一
九
三
〇
年
代
の
労

　
　
働
移
動
の
分
析
を
行
な
っ
た
。

　
（
3
）
　
A
産
業
就
業
者
に
対
応
す
る
世
帯
は
農
家
の
他
に
林
・
漁
家
を

　
　
含
ま
な
け
松
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
資
料
の
制
約
上
実
現
し
な
か

　
　
づ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
以
下
の
分
析
が
犬
き
な
影
響
を
受
け

　
　
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
4
）
　
寺
西
は
出
稼
型
労
働
カ
論
を
め
ぐ
る
論
争
を
回
顧
し
て
、
農
業

　
労
働
力
の
純
流
出
率
の
変
動
を
吟
味
す
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
ど
の

　
程
度
流
出
率
、
流
入
率
の
個
別
変
動
に
よ
る
の
か
不
明
で
あ
る
と
論

　
評
し
た
が
（
一
九
七
二
、
・
一
四
一
頁
）
、
こ
の
点
は
本
推
計
に
よ
o

　
て
解
決
さ
れ
る
。

（
5
）
　
た
と
え
ぱ
牛
山
一
九
七
五
、
二
八
五
頁
。

（
6
）
　
並
木
は
「
戦
前
に
お
い
て
は
農
業
労
働
を
一
時
的
に
手
伝
い
、

　
あ
る
い
は
商
店
の
丁
稚
・
小
僧
、
勤
め
人
の
使
用
人
を
経
て
工
場
労

　
働
者
と
な
る
径
路
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
戦
後
は
農
業
を

　
手
伝
わ
ず
、
学
校
率
業
後
直
ち
に
工
場
労
働
者
と
な
る
も
の
が
ふ
え

　
た
こ
と
に
な
る
」
（
一
九
五
九
、
一
七
七
頁
）
と
一
言
っ
て
い
る
が
、
こ

　
の
並
木
の
主
張
は
わ
れ
わ
れ
の
推
計
緒
果
と
一
致
す
る
。

（
7
）
　
牧
野
一
九
八
○
、
三
六
五
頁
で
は
失
業
者
の
吸
収
作
用
に
関
し

　
て
A
産
業
と
S
産
業
と
の
間
に
量
的
差
異
は
無
が
っ
た
と
述
ぺ
た
が
、

　
今
固
の
薪
推
計
で
は
明
確
に
S
の
景
気
変
動
の
ク
ヅ
シ
冒
ン
と
し
て

　
果
た
し
た
機
能
が
A
の
そ
れ
を
上
回
っ
た
事
が
確
認
さ
れ
た
。
本
推

　
計
と
旧
推
計
の
差
異
は
推
計
に
用
い
た
産
業
別
就
業
者
の
資
料
の
相

　
違
に
起
因
し
て
い
る
。
本
推
計
で
用
い
た
産
業
別
裁
業
者
に
関
す
る

　
梅
村
推
計
が
旧
推
計
で
僅
用
し
た
商
推
計
（
彗
量
邑
6
ヨ
・
甲

　
嘗
ω
）
の
改
良
値
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
8
）
　
こ
の
事
実
と
現
在
の
発
展
途
上
国
の
労
働
移
動
と
を
対
照
さ
せ

　
て
み
る
と
一
つ
の
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ト
ダ
ロ
ー

　
は
、
伝
統
的
部
門
（
農
業
）
の
就
業
者
が
近
代
部
門
（
工
業
）
に
直

　
接
移
動
す
る
と
い
う
労
働
移
動
仮
説
に
立
脚
し
た
ル
イ
ス
モ
デ
ル
に
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対
し
、
伝
統
的
部
門
と
近
代
部
門
と
の
間
に
都
市
伝
統
的
セ
ク
タ
ー

　
（
主
に
S
産
業
）
を
導
入
し
、
移
動
考
は
伝
統
的
部
門
か
ら
そ
こ
を

　
経
由
し
て
、
近
代
部
門
に
就
業
す
る
と
い
う
労
働
移
動
二
段
階
説
を

　
提
起
し
た
（
H
a
彗
o
ら
s
二
〇
ぎ
）
。
そ
の
後
の
発
展
途
上
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究
に
よ
れ
ぱ
、
ト
ダ
回
1
の
主
張
し
た
よ
う

　
に
、
農
村
か
ら
の
移
動
者
は
大
部
分
が
都
市
伝
統
的
セ
ク
タ
ー
に
吸

　
収
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
た
と
え
ぱ
｝
ユ
＆
昌
彗
自
彗
o

　
ω
自
…
く
閏
目
6
ミ
一
田
烹
一
一
鶉
嘗
＝
創
曽
o
－
一
宰
H
ミ
土
ヨ
o
δ
叩
一
宅
ご
）
。

　
戦
前
日
本
に
お
い
て
、
A
産
業
か
ら
の
移
動
者
が
M
よ
り
S
に
流
入

　
し
た
こ
と
、
M
産
業
の
就
業
者
の
給
源
は
A
よ
り
も
S
の
方
に
大
き

　
な
ウ
エ
イ
ト
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
現
在
の
発
展
途
上

　
国
に
見
ら
れ
る
労
働
移
動
と
類
似
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
た
と
言
え

　
る
だ
ろ
う
。

（
9
）
　
小
池
一
九
六
四
、
一
八
－
一
九
頁
。

（
1
0
）
　
戦
前
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
概
念
に
よ
る
農
家
出
身
者
の
量
的
比

　
重
の
計
測
は
資
料
面
か
ら
非
常
に
制
約
さ
れ
る
。
現
在
利
用
で
き
る

　
資
料
と
し
て
は
、
一
九
〇
八
年
に
実
施
さ
れ
た
『
東
京
市
市
勢
調
査
』

　
と
『
神
戸
市
市
勢
調
査
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
調
査
時
期
は
若
干
古

　
い
が
、
悉
皆
調
査
で
あ
る
こ
と
、
約
三
〇
に
分
け
ら
れ
た
産
業
中
分

　
類
ご
と
に
有
業
者
の
出
生
地
が
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
種
の

　
デ
ー
タ
が
以
後
得
ら
れ
な
い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
っ
て
極
め
て
貴
重

　
な
資
料
で
あ
る
。
同
資
料
に
お
け
る
市
外
出
生
者
を
農
家
出
身
者
の

　
代
理
変
数
と
し
よ
う
。
両
市
の
非
一
次
産
業
有
業
者
に
占
め
る
市
外

　
出
生
者
の
比
率
は
七
四
・
四
％
に
達
し
、
農
家
出
身
者
の
量
的
比
重

　
が
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
中
分
類
の
各
産
業
ご
と

　
に
性
、
従
業
上
の
地
位
を
標
準
化
し
て
市
外
出
生
者
比
率
を
計
測
し

　
よ
う
。
そ
れ
ら
を
M
と
S
と
に
分
類
し
て
単
純
平
均
値
を
計
算
す
る

　
と
、
M
は
六
八
・
七
％
、
S
は
七
五
・
九
％
と
な
る
。
こ
の
数
字
に

　
関
し
て
平
均
値
の
差
の
検
定
を
行
な
う
と
、
両
産
業
の
市
外
出
生
者

　
比
率
の
姜
は
統
計
的
に
有
意
と
な
る
。
要
す
る
に
、
7
回
－
概
念
と

　
同
様
に
ス
ト
ッ
ク
概
念
に
よ
っ
て
も
戦
前
の
M
と
S
と
の
農
家
串
身

　
者
の
最
的
比
璽
に
は
有
意
な
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
1
1
）
　
牧
野
一
九
七
八
、
　
一
五
三
、
　
一
五
五
員
、
南
・
小
野
一
九
七
七
、

　
一
五
七
員
。

（　　（　　（

2120　19
）　　）　　）

（　　（
18　17
）　　）

（　　　　　（
16　　　15
）○）

14　13　12
）　　）　　）

〔
1
〕

南
一
九
六
四
、
西
川
一
九
六
六
。
　
　
　
・

南
一
九
七
〇
、
　
一
一
四
頁
。

加
用
一
九
七
七
、
五
三
四
頁
。

経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
一
九
五
九
、
三
六
員
、
尾
崎
一
九
六

四
一
頁
。
．

た
と
え
ぱ
、
石
田
・
そ
の
他
一
九
七
八
。

○
ブ
岸
顯
ミ
凹
顯
昌
ら
ω
巨
目
o
－
峯
『
饅
－
o
N
p
勺
や
山
0
N
1
ω
o
午

昭
和
同
人
会
一
九
五
七
、
　
一
〇
三
員
。

昭
和
同
人
会
一
九
五
七
、
　
一
〇
〇
員
。

労
働
運
動
史
料
委
員
会
一
九
五
九
、
二
〇
八
－
二
〇
九
頁
。

南
・
尾
高
一
九
七
二
、
　
一
九
二
頁
。

引
用
文
献

｝
㌣
o
ユ
o
g
U
一
宛
一
胆
目
ρ
〇
一
－
（
・

ヨ
o
思
■
：
勾
昌
竺
向
昌
旦
o
㌣
・
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目
o
目
戸
峯
揃
屋
巨
o
目
距
目
o
向
8
冒
o
昌
一
〇
U
o
く
9
o
o
目
o
鼻
一
H
－
8
『
o
庄
o
巴

　
H
彗
鶉
嘗
o
向
昌
官
ま
巴
穿
一
監
昌
二
8
昌
ξ
ま
ぎ
、
声
巨
竃

　
（
＆
・
）
・
』
雫
ざ
ミ
§
§
“
、
g
札
ミ
　
ぎ
　
b
§
ミ
県
ぎ
軸
　
o
§
ミ
ミ
雨
｝
一

　
■
o
昌
o
p
呂
彗
邑
昌
竃
一
も
N
“
．

〔
2
〕
睾
一
量
O
φ
一
、
昏
邑
－
冒
げ
彗
旨
。
・
墨
巨
昌
一
冒
げ
竃
旨
彗
－

　
旦
O
｝
旨
O
算
回
昌
q
⊂
■
監
篶
昌
せ
O
｝
昌
昌
“
與
目
O
旨
σ
－
ω
＄
冨
巨
＞
O
手

　
く
岸
｝
－
昌
■
－
）
O
咀
i
、
㌧
o
ミ
、
S
呂
、
県
b
恥
ミ
、
魯
§
雨
S
、
向
o
o
S
o
§
㌻
卸
　
オ
〇
一

　
“
6
ご
．

〔
3
〕
ヨ
＆
量
…
こ
；
邑
句
．
彗
一
ぎ
貝
、
皇
二
ぎ
・
忌
。
二
－

　
■
き
實
巨
亭
o
O
『
9
目
向
8
ε
目
、
↓
5
o
鵠
①
艮
U
望
9
o
官
目
o
日

　
o
o
冒
け
、
一
。
咀
・
、
向
。
§
§
㌻
b
§
き
、
§
ミ
§
軋
o
ミ
“
｛
ミ
ミ
9
§
＄

　
＜
〇
一
・
s
－
2
o
．
少
＞
勺
『
－
筍
ミ
ー

〔
4
〕
　
石
田
英
夫
・
井
関
利
明
・
佐
野
陽
子
（
編
）
『
労
働
移
動
の
研

　
究
－
就
業
選
択
の
行
動
科
学
』
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
七
八
年
。

〔
5
〕
　
加
用
信
文
（
監
修
）
『
改
訂
日
本
農
業
基
礎
統
計
』
農
林
統
計

　
協
会
、
一
九
七
七
年
。

〔
6
〕
　
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
（
編
）
『
景
気
変
動
と
就
業
構
造
』
至

　
誠
堂
、
　
一
九
五
九
年
。

〔
7
〕
　
小
池
和
男
「
日
本
の
賃
金
水
準
を
め
ぐ
る
諸
見
解
」
『
経
営
志

　
林
』
第
一
巻
第
三
号
、
　
一
九
六
四
年
十
月
。

〔
8
〕
　
牧
野
文
夫
「
戦
前
期
都
市
サ
ー
ビ
ス
業
の
労
働
市
場
」
（
一
橋

　
大
学
犬
挙
院
経
済
挙
研
究
科
　
修
士
論
文
）
　
一
九
七
八
年
。

〔
9
〕
　
　
　
　
　
「
一
九
三
〇
年
代
の
労
働
カ
移
動
」
『
経
済
研
究
』

　
第
＝
二
巻
第
四
号
、
　
一
九
八
O
年
十
月
。

〔
1
0
〕
　
商
亮
進
「
農
家
人
口
移
動
の
推
計
と
分
析
」
『
一
橋
論
叢
』
第

　
五
二
巻
第
五
号
、
一
九
六
四
年
十
一
月
。

〔
1
1
〕
　
　
　
　
　
『
日
本
経
済
の
転
換
点
　
　
労
働
の
過
剰
か
ら
不
足

　
へ
』
創
文
社
、
一
九
七
〇
年
。

〔
1
2
〕
　
　
　
　
　
「
雇
用
と
賃
金
」
（
江
見
康
一
・
塩
野
谷
祐
一
（
編
）

　
『
目
本
経
済
論
－
経
済
成
長
百
年
の
分
析
』
）
有
斐
閣
、
一
九
七
三

　
年
。

〔
H
〕
　
峯
一
星
昌
一
宛
・
一
H
ミ
ミ
ミ
、
o
ぎ
、
ぎ
向
s
§
§
討
b
§
ミ
号
§
§
、
㌧

　
㌧
§
s
s
．
｝
■
善
ミ
“
ミ
§
↓
o
庁
く
9
穴
ぎ
o
斤
自
目
ぐ
p
H
ξ
｝

〔
μ
〕
　
南
亮
進
・
尾
高
煙
之
助
『
賃
金
変
動
－
数
量
的
接
近
』
岩
波

　
書
店
、
一
九
七
二
年
。

〔
1
5
〕
　
　
　
　
　
．
小
野
旭
「
戦
前
期
目
本
の
過
剰
労
働
」
『
経
済
研

　
究
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
七
七
年
四
月
。

〔
1
6
〕
　
　
　
　
・
　
　
　
　
「
要
素
所
得
と
分
配
率
の
推
計
－
民

　
間
非
一
次
産
業
」
『
経
済
研
究
』
第
二
九
巻
第
二
号
、
一
九
七
八
年

　
四
月
。

〔
〃
〕
　
並
木
正
吉
「
産
業
労
働
者
の
形
成
と
農
家
人
口
」
（
東
畑
精
一
・

　
字
野
弘
蔵
（
編
）
『
目
本
賞
本
主
義
と
農
業
』
）
岩
波
書
店
、
　
一
九
五

　
九
年
。

〔
1
8
〕
　
西
川
俊
作
『
地
域
間
労
働
移
動
と
労
働
市
場
－
昭
和
戦
前

　
期
．
繊
維
労
働
者
の
地
域
間
移
動
』
有
斐
閣
、
一
九
六
六
年
。

〔
1
9
〕
　
犬
川
一
司
一
そ
の
他
『
物
価
』
（
長
期
経
済
統
計
　
第
八
巻
）

　
東
洋
経
済
漸
報
社
、
一
九
六
七
年
。

〔
2
0
〕
O
夢
毒
』
・
巨
ω
二
巨
ぎ
夢
・
二
＆
巴
1
、
§
姜
♀

795



一橘諭叢 第90巻 第6号（88）

　
㌧
喜
§
雨
亀
向
s
§
§
ざ
b
ミ
き
、
§
雨
註
こ
』
c
§
ミ
§
ミ
。
軸
＼
寸
、
、
s
．

　
｝
塞
卜
z
姜
匡
睾
g
一
く
凹
一
〇
⊂
目
一
く
婁
ξ
雫
蓄
二
ξ
ρ

〔
2
1
〕
　
小
野
旭
「
農
村
人
口
と
都
市
産
業
」
（
中
央
大
学
経
済
研
究
所

　
（
編
）
『
経
済
成
長
と
就
業
構
造
』
）
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
三

　
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

〔
2
2
〕
　
尾
崎
厳
「
賃
金
変
動
と
就
業
構
造
H
l
賃
金
最
低
水
準
の
成
．

　
立
過
程
と
零
細
自
営
業
主
及
ぴ
家
族
従
業
者
群
の
存
立
条
件
」
『
三

　
囲
単
会
雑
誌
』
第
五
三
巻
第
一
号
、
一
仇
六
〇
年
一
月
。

〔
2
3
〕
　
労
働
運
動
史
料
委
員
会
（
編
）
『
日
本
労
働
運
動
史
料
　
第
十

　
巻
』
労
働
運
動
史
料
刊
行
委
員
会
、
一
九
五
九
年
。

〔
2
4
〕
　
昭
和
同
人
会
（
編
）
『
統
計
か
ら
み
た
雇
用
と
失
業
』
至
誠
堂
、

　
一
九
五
七
年
。

〔
2
5
〕
　
寺
西
重
郎
「
日
本
経
済
諭
の
展
望
（
戦
前
の
部
　
そ
の
一
）
」

　
『
経
済
研
究
』
第
二
三
巻
第
二
号
、
一
九
七
二
年
四
月
。

〔
2
6
〕
　
↓
a
胃
9
竃
－
巾
二
、
＞
峯
o
忌
一
〇
｛
■
昌
o
『
峯
耐
量
巨
o
目
彗
①

　
d
目
o
日
口
O
－
o
㌣
目
壷
目
け
旨
■
o
岬
m
U
o
く
9
0
勺
o
O
O
O
目
目
け
ユ
o
9
、
』
ミ
馬
ミ
o
S
S

　
向
o
o
茗
o
§
㌻
完
“
ミ
軸
s
一
く
o
－
一
［
－
×
一
2
o
．
ピ
窒
固
■
　
一
〇
ひ
o
．

〔
〃
〕
　
　
　
　
一
ミ
ミ
§
、
ミ
式
；
ぎ
ミ
§
b
ミ
更
魯
§
軸
o
§
ミ
．

　
ミ
雨
貧
』
オ
§
音
ε
呉
ド
ぎ
o
ミ
一
向
E
ミ
§
寒
一
ミ
ミ
ぎ
き
、
§
s
s
匙

　
射
軸
竃
邑
ミ
￥
、
ミ
ミ
艮
註
“
Ω
o
箏
o
く
ぎ
－
目
冨
H
目
葭
弐
o
昌
巴
■
雪
σ
o
■
『
O
昌
o
g

　
H
o
N
α
．

〔
2
8
〕
　
梅
村
又
次
『
賃
金
・
雇
用
・
農
業
』
大
明
堂
、
一
九
六
一
年
。

〔
2
9
〕
　
牛
山
敬
二
『
農
民
層
分
解
の
構
造
　
　
戦
前
期
』
御
茶
の
水
書

　
房
、
　
一
九
七
五
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
力
中
央
研
究
所
）
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